
事業者の連絡先

ロボット分野

現状・背景 研究（実用化）開発の目標
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研究（実用化）開発のポイント・先進性

日本郵便株式会社　東京都千代田区大手町二丁目３番１号　大手町プレイスウエストタワー　☎ 03-3477-0743（担当：オペレーション改革部） Mail：operation-kaikaku-kikaku.ii@jp-post.jp

浜通り地域への
経済波及効果（見込み）

日本郵便株式会社　
専門役　上田貴之

開発者からの浜通り復興に
向けたメッセージこれまでに得られた成果

　無人機による配送
高度化の検証の実施

に際しては、特に南相馬市、浪江
町には大変お世話になり、有益な
成果を出すことが出来ました。
　ドローンや配送ロボットが配送
する社会を実現すべく、その安心・
安全なモデルをこの浜通り地区で
構築したいと考えております。

①ドローン
■　 LTE 通信を用いた長距離通信の検証と通
信セキュリティの強化　

■　重心制御による耐風性能を強化した機体
■ 　個宅配送向けのドローン及びドローンポート
②配送ロボット
■　 市街地環境における郵便局を基点とした
サービスシナリオ、ユースケース

■　 実証実験結果から将来的な公道走行にお
ける課題抽出、実運用に向けたフィージ
ビリティ検証

　浜通り地区における新たな雇用の創出
及び地元企業の売上拡大が見込まれます。
■　 無人機の維持・保守等の委託：地
元企業における雇用の創出及び売
上拡大が見込まれます。ロボット
分野における産業の集積及び人材
育成の拡大が見込まれます。

■　 買物支援：物流困難者への配送が
可能になり、小売業者との協業に
より利便性が高まります。

①ドローン
■　 LTE 通信を用いた長距離通信の検証と通信セキュリ
ティの強化を実施します。

■　 重心制御による耐風性能を強化した機体の開発及び実
証実験を実施します。

■　 個宅配送向けのドローン及びドローンポートの開発及
び実証実験を実施します。

②配送ロボット
■　 将来的に公道を走行させることを意識して、市街地環
境（福島ロボットテストフィールド市街地フィールド）
における郵便局を基点としたサービスシナリオ、ユー
スケースを検証します。

■　 実証実験結果から将来的な公道走行における課題を抽
出し、実運用に向けたフィージビリティを検証します。

①　 現在、浜通り地区には配送を休止している郵便局が存
在し、当該郵便局の受持ち地域を遠隔地から配送する
郵便局が存在するため、ドローンにより効率的かつ安
全・正確に配送することを目標とします。

②　 配送ロボットによる無人配送の実用化を検証し、社会
インフラである郵便・宅配サービスの持続的提供及び
浜通り地区の産業復興を目標とします。

　技術の進化に伴い、様々な場面でロボットを活用した社
会課題の解決が検討されています。この背景の下、配送現
場における人手不足を解消し、将来にわたって社会インフ
ラである郵便・宅配サービスを継続的に提供することを目
的に、無人配送の早期実用化に向けた検証を行います。

無人機による郵便・荷物の配送に関する検証を次のとおり行います。
①ドローン：郵便局間及び個宅の配送に必要な通信及び配送技術の検証
②配送ロボット：早期実用化領域の検討、業務要件やロボットの要件の整理及び実証実験
③統合配送管理：2020 年度までに検証

「あたらしい配達」を目指して　
～ドローン・配送ロボットによる郵便・荷物配送～

配送業務の高度化に向けた無人機活用検証

日本郵便株式会社

実施期間
▼

2018年度～2020年度

実用化開発場所
▼

南相馬市、浪江町

2018年度開始

個宅配送向けの吊下方式のドローン 市街地環境における配送ロボッ
トの実証実験
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事業者の連絡先

LiDARによる従来技術と申請技術の成果物の比較

研究（実用化）開発のポイント・先進性

2019年度開始

実施期間
▼

2019年度～2021年度

実用化開発場所
▼

南相馬市

Terra Drone 株式会社　東京都渋谷区神宮前5-53-67　コスモス青山サウス棟　☎090-2935-8246（担当：塩澤駿一）Mail：syunichi.shiozawa@terra-drone.co.jp

Terra Drone 株式会社 プロダクト開発部門　
マネージャー　塩澤　駿一

　本事業で開発された高機能ドローンは、ロ
ボットテストフィールドを活用し、性能・実
証試験・操縦訓練を行う予定であり、量産化
に向けたエンジニアリングやドローン部品の
製造、組立までの工程を可能な限り福島県浜
通りの企業で実施します。これにより福島イ
ノベーション・コースト構想の重点分野産業
の視野を広げ、福島県浜通り地域における復
興の加速化に貢献していきます。

1.  暗所地下空間高精度測量法の開発：水
面下点、濡れた地域の点群を取得する
ためにASTRAlite 社製のグリーンレー
ザーを購入し、動作確認とデーターロ
グモジュールを開発しました。

2.  コンピューター力学シミュレーション
による機体設計：コンピューターシミュ
レーションによりプロペラ、機体の最適
化を行いました。

3.  ドローン専用機体構造材料の開発：高
強度・高弾性炭素繊維を補強材とする
熱硬化性プラスチック複合材を開発し
ました。

　本事業で製品化する高機能ドローン
は環境ビジネス分野や屋内点検・橋梁
点検の市場関係者および屋内災害救助
現場に対処する自治体関係者などから
待望されており、これらの製品が福島
県浜通り地域の企業で量産化できれ
ば、当該地域の様々な業種の企業参
入や雇用の拡大に繋げる事が可能とな
り、福島県浜通り地域における産業復
興の加速化を一気に進め、多くの経済
的波及効果をもたらす事ができます。

　本事業では、プラント内や鉱山などの暗所地下空間を非
GPS環境下で自律飛行し、構内地形を高精度で測量するレー
ザードローンを開発しています。
　世界各国の地下鉱山では1年間に数万人の方が崩落事故に
よって命を落としており、トンネル状に採掘された鉱山の崩落
を事前に予測することができれば多くの人命を救うことができ
ます。

　従来の地下鉱山で行っていたLiDAR(レーザー光を使った
センサーの一種で、対象物までの距離や形状まで正確に検知
する技術 )による3次元マッピングは地上レーザーで行われ
ていましたが、定点からの観測しか行えず、人が立ち入れな
い箇所には設置が行えませんでした。そのため、人が立ち入
れないような地点の計測は遠くから行わざるを得ず、十分な
計測が行えませんでした。一方ドローンによる計測では人が立
ち入れない箇所も精密にマッピングが可能となります。
　本開発は鉱山における3次元計測のみならず、従来ドロー
ンの飛行が不可能とされてきた橋梁点検や廃炉内の計測など
広い分野で応用可能となる技術です。

　プラントのタンクや橋梁など人間の立ち入りが困難な空間
の現況を把握すべき場合があります。そこで、ドローンセンシ
ングの先端技術を持つTerra Drone社と頑健で高性能な機体
製作の経験を持つフェアスカイ社が連携することで、従来のド
ローン飛行条件よりも過酷な環境に耐えうるドローン開発を通
して効率的な測量の普及を目指します。

トンネルや橋梁及び化学プラント内など狭所環境での定期点検、鉱山などの暗所空間を高精
度に測量するための非 GPS 環境下での自律飛行レーザードローンを開発します。そのために、
レーザースキャナーを用いて位置推定とマッピングの同時実行処理のできる自動運転システム
と、構内の狭小空間をも安定して飛行できる炭素繊維複合材料製ドローン機体を開発します。

GPSが受信できない狭所環境を自動で
航行する測量・点検用ドローン

狭所環境等非 GPS・過酷環境における 3 次元測量用自律飛行レー
ザードローンの開発

TerraDrone株式会社、フェアスカイ株式会社
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